
プレシジョン MDSD ディジタル・プロセッサー

PRECISION
MDSD DIGITAL
PROCESSOR

DC-901

ご使用の前に、この 「取扱説明書」 と別冊の 「安全上のご注意」 をよくお読み
のうえ、正しくお使いください。お読みになったあとは、お客様カードと引きか
えにお届けいたします 「品質保証書」 と一緒に大切に保存してください。

取扱説明書
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PRECISION MDSD DIGITAL PROCESSOR DC-901

付属品をご確認ください
 ● 取扱説明書（本書） ……………………………… １冊
 ● 安全上のご注意 ………………………………… １冊
 ● お客様情報の取扱いについて ………………… １枚
 ● お客様カード（保証書発行はがき） …………… １枚
 ● 目隠しシール …………………………………… １枚

 ● プラグ付きオーディオ・ケーブル（ASL-１0） …… １組
 ● AC電源コード（２m）（APL-１） ………………… １本
 ● USBユーティリティCD ………………………… １枚
 ● USBユーティリティ・セットアップガイド ………… １枚
 ● クリーニング・クロス …………………………… １枚

　このたびはアキュフェーズ製品をお買い上げいただきまして、誠にありがとう
ございます。
　最高峰のオーディオ・コンポーネントを目指して完成されたアキュフェーズ
製品は、個 の々パーツの選択から製造工程、最終の出荷にいたるまで厳重な
チェックを行い、その過程と結果の個 の々履歴は、製品全体の品質保証に活
かされています。このような品質管理から生まれた本機は、必ずやご満足いた
だけるものと思います。
　末長くご愛用くださいますようお願い申しあげます。

DC-901の品質保証は5年間です。付属の「お客様カード 
（保証書発行はがき）」に必要事項を記入の上、必ず（なる
べく10日以内に）ご返送ください。「お客様カード」と引き
かえに「品質保証書」をお届けいたします。
 ＊「お客様カード」のご返送や「品質保証書」の発行について、 

詳しくは21ページをご参照ください。
 ＊「品質保証書」はサービスサポート時に必要となります。保証

書がない場合は、全て有償修理となりますので、保証登録を
行っていただき、届きました保証書を大切に保管してください。

製品に関するお問い合せや異常が認められるときは、 
お求めの当社製品取扱店または当社品質保証部へ、直ち
にご連絡ください。
尚、保証は日本国内のみ適用されます。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人身事故
の発生する可能性や製品に重大な損害を生じる恐れが
あることを示しています。お客様への危害や、機器の損
害を防止するため、表示の意味をご理解いただき、本製
品を安全に正しくご使用ください。

5年間の品質保証と保証書 マークについて

この表示を無視して、誤った使い方をすると、人が死亡
または重傷を負う可能性があり、その危険を避けるた
めの事項が示してあります。

この表示を無視して、誤った使い方をすると、人が軽度の
傷害を負う可能性や製品に損害を生じる恐れがあり、そ
の危険を避ける為の事項が示してあります。

警告

注意The Accuphase warranty is valid only in Japan.

HS-LINKはアキュフェーズ株式会社の登録商標です。
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お手入れ
 ● お手入れの場合は、安全のため電源プラグをコンセントから抜いてください。
 ● 本体のホコリやゴミ、指紋等汚れの拭き取りには付属のクロスを使用してください。特にウッド・キャビネットの場

合には、表面を傷つけることなく、きれいに拭き取ることができます。
 ● 付属のクロスは、洗濯して繰り返し使用できます。洗剤で洗濯後は、よく水洗いし乾いた状態でご使用ください。
 ● ベンジン、シンナー、油、ワックス等を使用してのお手入れは、表面を変色させたり、傷つけたりしますので使わ

ないでください。
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1.	安全上必ずお守りください
ご使用の前にこの『取扱説明書』と別冊の『安全上のご注意』を良くお読みの上、	製品を安全に
お使いください。

■設置場所について。
必ず水平な場所に設置してください。次のような場所は、故障
や事故の原因となります。
 ● 通風が悪く、湿気やほこりの多い場所
 ● 直射日光の当たる所、極端に寒い所
 ● 暖房器具の近くなど温度の高い所　
 ● 振動や傾斜のある不安定な場所

また、他の機器と直接重ねての使用は絶対に避けてください。

チューナーやテレビ、DVDレコーダー等から離して設置する。
 ● 近くに置くと雑音や映像の乱れが生じることがあります。
 （特に室内アンテナの場合は注意。）
 ● アンテナ線と本機の電源コードや入・出力コードを離して

設置してください。

■電源スイッチのOFF直後、１0秒以内に再びONしない。

■長期間使用しないときは、安全のために電源プラグをコンセ
ントから抜く。

■入・出力コードを接続する場合は、必ず各機器の電源を切って
から、確実に行なってください。
 ● 特に、ＲＣＡタイプのピンプラグをジャックから抜き差しする

ときは、一瞬（－）側が浮いた状態になるため、大きなショッ
ク・ノイズを発生し、スピーカーを破損する原因となります。

 ● 電源を入れた状態で光ファイバーを抜き差しすると、ショッ
ク・ノイズを発生する場合があります。

■音量の調整について
 SA-CDは、可聴帯域を超える高域成分の出力が可能です。音

が出ていないときでも、不用意に音量を上げると、ノイズが出
たり、思わぬ大音量が出て、アンプやスピーカーを破損する場
合があります。

 演奏を始める前は、大音量にならないように必ず音量を小さ
くしておいてください。

■HS-LINKケーブルの接続
 HS-LINKの接続は、HS-LINKを装備しているオーディオ機

器にHS-LINKケーブルで入力してください。
 ● 必ず付属（または当社別売）のHS-LINKケーブルを使用し

てください。
 ● 誤ってコンピューターのLAN等に接続すると、それぞれの

機器やシステムを壊すおそれがあります。

注意

警告
■	電源は必ずAC（交流）100V、50Hz/60Hzを使用する。
  ● AC１００V（５０Hz/６０Hz）以外で使用すると、感電や火災の

原因となります。

■	電源コードは取り扱いを誤ると、感電や火災の原因と
なり危険です。

  ● 付属または当社指定の電源コード以外は絶対に使用しない。
  ● ぬれた手で電源プラグを絶対に触らない。
  ● 電源コードの上に重い物をのせたり、本機の下敷きにしない。
  ● 電源コードが傷んだら、当社製品取扱店または当社品質保

証部にご連絡ください。

■	密閉されたラック等には絶対に設置しない。
  ● 通風が悪いと機器の温度が上り、火災や故障の原因となり

ます。

■	放熱のため製品の周辺は他の機器や壁等から充分
間隔（10cm以上）をとる。

■	機器の上に水などの入った容器（花びん、植木鉢、
コップ、化粧品、薬品など）、新聞紙、テーブル・クロス
などを置かない。

■	キャビネットやボトム・プレート（底板）は絶対にはず
さない。

  ● 内部に手などで触れると感電や故障の原因となり、大変危
険です。

■	脚の交換は危険ですから行わない。
  ● 取り付けネジが内部の部品に触れると、火災や感電、故障

の原因になります。

■	火災又は感電を防止するために、雨がかかる場所又
は湿気のある場所では絶対使用しない。

■		次の場合には本体の電源スイッチを切り、必ず電源
コードをコンセントから抜く。安全を確認後、当社製
品取扱店または当社品質保証部にご連絡ください。

  ● 製品に水や薬品などの液体がかかった場合。
  ● 内部に異物（燃えやすい物やヘアピン、釘、硬貨など）が

入った場合。
  ● 故障や異常（発煙やにおいなど）と思われる場合。
  ● 落としたり、破損した場合。
 ＊ 上記の各項目に対して、電源スイッチをOFFにしただけで

は、本機への電源供給が完全に遮断されません。そのまま
使用すると火災や感電、故障の原因となります。必ず電源
コードをコンセントから抜いてください。

 ＊ 万一の場合、電源コードをコンセントから容易に外せるよ
うに、コードの引き回しやコンセント周りの環境を整えてく
ださい。

■		入・出力端子や、AC電源コネクタ、電源プラグには
接点復活剤や導電剤などは絶対に使用しない。

 樹脂部が経年劣化で破損したり端子部がショートをおこし、
感電や火災あるいは故障の原因になる事があります。

　（接点復活剤、導電剤使用による不具合は保証外となります。）
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2.	接続図

プリアンプ

DIGITAL OUT DIGITAL OUT

DIGITAL 
IN

DIGITAL
 IN

DIGITAL 
IN

DIGITAL
OUT

DC-901

HS-LINK
ケーブル

（DP-900に付属）

同軸
ディジタル・
ケーブル

DP-900

USB
タイプBケーブル

PC
(パーソナルコンピューター)

USB端子を使用するには本機に付属
するUSBドライバ・ソフトウェアをPCにイ
ンストールする必要があります。詳しくは
別紙のUSBユーティリティ・セットアップ
ガイドを参照してください。
最新のUSBドライバ・ソフトウェアは
当社ホームページ
http://www.accuphase.co.jp/上で
ご案内いたします。
USB端子に接続したPCの設定や操作
方法はPCの取扱説明書をご覧ください。
USBにはバスパワー（200mA以上）が必
要です。

同軸
ディジタル・
ケーブル

光ファイバー

CDトランスポートなどの
ディジタル機器

（12ページ参照）
SA-CD/CDトランスポート

（11ページ参照）

DG-58の接続
（13, 14ページ参照）

HS-LINKケーブル

ディジタル・レコーダー（15ページ参照）
注意 ： HS-LINKからの入力信号で
 サンプリング周波数176.4kHz、
 192kHzの信号は
 「DIGITAL OUTPUTS」端子
 へ出力できません。

オーディオ・ケーブルは、シールド線（バランス用
は2芯シールド）を使用してください。

＊

プラグ付
オーディオ・

ケーブル
（付属）

バランス用
ケーブル

AC電源コード（付属）

プリアンプの入力端子へ

ACコンセント
AC100V、50/60Hz

どちらか
一方に

同軸
ディジタル・

ケーブル
光ファイバー

注意	  ● DP-900の接続は、HS-LINKケーブル（SA-CD/CDの伝送）または７5Ω同軸ケーブル（CDのみの伝送）を使用し
ます。

 ● DP-900のSA-CD信号はディジタル録音できません。
 ● ディジタル機器との接続は、HS-LINKケーブル、７5Ω同軸ディジタル・ケーブル、光ファイバー、ディジタル・バラン
ス・ケーブル（特性インピーダンス １１0Ω）などを使用します。

 ● アナログ出力の接続は、プラグ付オーディオ・ケーブルを使用し、LEFT（左）、RIGHT（右）を正しくつないでください。
 ● アナログ出力のバランス用とライン用ケーブルは同時に接続しないでください。アースがループになって、ノイズ
を発生させる原因となります。

注意： 接続するときは、必ず各機器の電源を切る。

接　

続　

図
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POWER
電源スイッチ

（5ページ）

ディスプレイ部
（6,10～12ページ）

リモート・センサー
（5ページ）

LEVEL
DOWN / UP

（5ページ）

EXT DSP
（5ページ）

入力セレクター
USB / OPT 1,2 / COAX 1,2 /
BALANCED / HS-LINK

（5,10ページ）

EXT DSP
インジケーター

MDSD
インジケーター

LOCKED
インジケーター

フロントパネル（前面）

3.	各部の名前 詳しい説明は、各項目（　）内のページを参照してください。

リアパネル（後面）

DIGITAL INPUTS
ディジタル入力端子
HS-LINK / BALANCED / 
COAXIAL 1,2 / OPTICAL 1,2 / USB

（7,12ページ） 

ANALOG OUTPUTS
アナログ出力端子
LINE / BALANCED

（7,14ページ）

BALANCED CONNECTION
バランス出力端子の極性切替スイッチ

（7ページ）

9

AC電源コネクター
（8ページ）

EXTERNAL DSP
INPUTS : HS-LINK / COAXIAL
OUTPUTS : HS-LINK / COAXIAL

（7,13ページ）

DIGITAL OUTPUTS
ディジタル出力端子
COAXIAL / OPTICAL

（8,15ページ） 

10 11 12

端子の表記と略号について
 ● EXTERNAL DSP : EXT DSP
 ● OPTICAL : OPT
 ● COAXIAL : COAX
これらはそれぞれ同じ意味として扱っています。
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INPUT SEL

リモート・コマンダー

EXT DSP

EXT DSP

リモート・コマンダー

LOCKED

EXT DSP
インジケーター

4.	各部の動作説明

1

2

3

4

POWER	－ 電源スイッチ
押すと電源が入り、再び押すと切れます。
電源を入れてから回路が安定するまで約3秒間は、ミュ－ティン
グ回路が作動しますので出力はありません。

 ● 電源スイッチをOFFにしても、それまでに選択/設定された機

能は記憶されます。EXT DSP 入力セレクター LEVEL
 ● 電源スイッチのOFF直後、１０秒以内に再びONしないでくだ 

さい。

入力セレクター 

LEVEL	－
出力レベル調整ボタンEXT	DSP

リアパネルの 7 ディジタル入力

端子に入力した信号を、各ボタン
を押して選択します。
リモート・コマンダー RC-１１０

（DP-9００に付属）の INPUT SEL

ボタンでも、同様に選択可能です。
詳しい説明は１０ページ参照。

アナログ出力のレベル調整をします。
ディジタル方式により、０dB〜－８０dBの可変ができます。
リモート・コマンダー RC-１１０（DP-9００に付属）でも同様の動作が
可能です。

リアパネルの 10 EXTERNAL DSP端子に接続したDG-５８など

の挿入をON/OFFするボタンです。

リモート・コマンダー RC-１１０（DP-9００に付属）の EXT DSP ボタ

ンでも、同様にON/OFF可能です。

HS-LINKとCOAXIALを装備し、HS-LINK、COAXIALの順位で
入力信号を検出しロックします。
詳しい説明は１3ページ参照。

各
部
の
名
前

各
部
の動

作
説
明

2 EXT DSP ボタンを押すと点灯。DG-５８などを接続している

場合、信号をロックインすると《LOCKED》LEDが点灯。
 ● DG-5８をHS-LINKケーブルで接続した場合
 ディスプレイ部に と3秒間表示
 ● DG-5８を同軸ケーブルで接続した場合
 ディスプレイ部に と3秒間表示

5 リモート・センサー
DP-9００に付属しているリモート・コマンダーRC-１１０の赤外線信号
の受光部です。リモート・コマンダーを使用するときは発光部を
ここに向けてください。

2 EXT DSP 、 3 入力セレクター 、 4 LEVEL のコントロー

ルが可能

EXT DSP端子に機器が接続されていないとき、またはDG-5８
の信号をロックインしないときは、 EXT DSP ボタンを押し
てONにすると、アナログ出力は途切れます。

■ DG-5８接続時は《MDSD》LEDが消灯します
 SA-CDの演奏時には、MDSDでの再生となるため《MDSD》

LEDが点灯します。但し、EXT DSP ボタンを押してDG-５８
の挿入時は、MDSDによる再生ではなくなるので《MDSD》
LEDは消灯します。

メモ

注意

レベルの変化量とディスプレイ表示

本　体

　UP を押すとレベルが増大
DOWN を押すとレベルが減少

＋を押すとレベルが増大
－を押すとレベルが減少

0.1dBステップ

0.2dBステップ

0.5dBステップ

1.0dBステップ

2.0dBステップ

3.0dBステップ

5.0dBステップ

～
～
～
～
～
～
～

－ LEVEL ＋

リモート・コマンダー
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EXT DSP LOCKED MDSD（5, 13ページ） （10～13ページ） （10～13, 18ページ）

INPUT ディスプレイ
　 入力セレクターで選択した入力端子を
表示。（10ページ）

入力信号をロックイン
した場合に点灯。

HS-LINKケーブルで入力したSA-CD信号を選択した
場合に点灯。

　 　　　  ボタンを押すと点灯。DG-58などを接

LEVEL ディスプレイ
本体またはリモート・コマンダーの
　　　   　
表示。（5ページ）

LEVEL ボタンで増減したレベル値を

EXT DSP
続している場合、信号をロックインすると《LOCKED》
LEDが点灯。

DG-58をHS-LINKケーブルで接続した場合
ディスプレイ部に

DG-58を同軸ケーブルで接続した場合
ディスプレイ部に

但し次の場合は、DSD信号がリニアPCMに変換される
ため、《MDSD》LEDは消灯します。

ボタンを押してDG-58などの演奏時EXT DSP

入力側機器に装着したオプション・ボード 「DO2-HS1」
からのSA-CD信号の演奏時

と3秒間表示

と3秒間表示

6 ディスプレイ部
INPUTディスプレイ

3 入力セレクターで選択した入力ソース（端子）を文字表示し

ます。
LEVELディスプレイ

LEVEL ボタンでコントロールするレベルを数字で表示します。

＊ 入力セレクターとレベルは、リモート・コマンダー RC-１１０でも
同様に動作可能です。

LEDは、各スイッチの動作ポジションなどを点灯表示

点　灯 動　　作　　状　　態
入力信号をロックインした場合に点灯

HS-LINKでSA-CD信号を選択した場合に点灯

ボタンを押した場合に点灯EXT DSP2

DIGITAL INPUTS
ディジタル入力端子
HS-LINK / BALANCED / 
COAXIAL 1,2 / OPTICAL 1,2 / USB

（7,12ページ） 

ANALOG OUTPUTS
アナログ出力端子
LINE / BALANCED

（7,14ページ） 

BALANCED CONNECTION
バランス出力端子の極性切替スイッチ

（7ページ） 

9

EXTERNAL DSP
INPUTS : HS-LINK / COAXIAL
OUTPUTS : HS-LINK / COAXIAL

（7,13ページ）

10

リアパネル（後面）

ディスプレイ部
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PRECISION MDSD DIGITAL PROCESSOR DC-901

7

8

DIGITAL	INPUTS	－
ディジタル入力端子

ディジタル信号を各種接続ケーブルで入力することができます。
　 ● HS-LINK ………… HS-LINKケーブル
    3２kHz、４４.１kHz、４８kHz、８８.２kHz、
    9６kHz、１７６.４kHz、１9２kHz（各１６〜２４

bit ２ch PCM）
    ２.８２２４MHz （１bit ２ch DSD）
　 ● BALANCED …… ディジタル・バランス・ケーブル
    （特性インピーダンス １１０Ω）
    3２kHz、４４.１kHz、４８kHz、８８.２kHz、
    9６kHz、１７６.４kHz、１9２kHz（各１６〜２４

bit ２ch PCM）
　 ● COAXIAL １, ２ … ７５Ω同軸ディジタル・ケーブル
    3２kHz、４４.１kHz、４８kHz、８８.２kHz、
    9６kHz、１７６.４kHz、１9２kHz（各１６〜２４

bit ２ch PCM）
　 ● OPTICAL １, ２ … 光ファイバー
    3２kHz、４４.１kHz、４８kHz、８８.２kHz、
    9６kHz（各１６〜２４bit ２ch PCM）
　 ● USB ……………  USBタイプBコネクタ付ケーブル
    3２kHz、４４.１kHz、４８kHz、８８.２kHz、
    9６kHz、１７６.４kHz、１9２kHz
    （各１６〜２４bit ２ch PCM）

 ● USB端子を使用するにはPCにUSB
ドライバ・ソフトをインストールする
必要があります。詳細は別紙のUSB
ユーティリティ・セットアップガイドを
ご覧ください。

 ● USBにはバスパワー（２00mA以上）
が必要です。

ANALOG	OUTPUTS	－
アナログ出力端子

アナログ出力は、プリアンプの入力端子と接続します。

LINE（アンバランス）ジャック
通常のピンプラグ付オーディオ・ケーブルで接続します。

BALANCED	（バランス）コネクター
外来誘導雑音の排除能力に優れた、バランス伝送用出力コネ
クターです。アンプの入力コネクターがバランス入力を装備し
ている場合には、良質なオーディオ信号の伝送が可能です。
ピンの極性は、次のようになっています。

 ❶	：  グラウンド
	 ❷	： インバート（－）
	 ❸	： ノンインバート（＋）

9 BALANCED	CONNECTION — 

バランス出力端子の極性切替スイッチ

8 バランス出力端子の極性
 ● 工場出荷時のスイッチ位置は、図のように

向って左《❸番＋：ノン・インバート》側です。
 ● アキュフェーズ製品（一部プロ機器は除く）

のバランス入・出力端子は、全て《❸番＋： 
ノン・インバート》です。

バランスでプリアンプやプリメインアンプに接続する場合、プリ
アンプやプリメインアンプ側の入力端子と❷番/❸番の極性が同
じになるように 8 バランス出力端子の極性を切り替えるスイッチ
です。

BALANCED
CONNECTION

GND1
2
3 ＋
－

GND1
2
3 －
＋

工場出荷位置

接続するプリアンプやプリメインアンプのバランス入力端子
が、《❷番＋：ノン・インバート》の場合のみ、スイッチを切り替
えてください。

スイッチを切り替えると、バランス出力端子❷番と❸番の極性
は、次のように変わります。

❶番GND ： グラウンド ❶番GND ： グラウンド
❷番　－ ： インバート ❷番　＋ ： ノン・インバート
❸番　＋ ： ノン・インバート ❸番　－ ： インバート

10 EXTERNAL	DSP
ディジタル・ヴォイシング・イコライザー DG-５８などを接続して、ディ
ジタルでの音場補正が可能です。

2 EXT DSP ボタンを押してDG-５８の挿入をON/OFFすること

ができます。
＊DG-５８の接続方法は１3ページ参照。

DC-901とDG-58の接続
 ● SA-CD/CDを演奏する場合、DＣ-9０１とDG-５８の入・出力

は、HS-LINKで接続します。（SA-CD以外の演奏をする場
合は、同軸ディジタル・ケーブルでも接続できます。）

 ● DG-５８をCOAXIAL（同軸ディジタル・ケーブル）で接続し
た場合、SA-CD信号はロックインしません。

 ● HS-LINKとCOAXIAL両方のケーブルを接続した場合、
 HS-LINK、COAXIALの順位で入力信号を検出しロックし

ます。

各
部
の動

作
説
明
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PRECISION MDSD DIGITAL PROCESSOR DC-901

警告
アース線の接地用ターミナルへの接続は、必ずプラグ
をコンセントにつなぐ前に行ってください。また、アース
線を外すときは必ずプラグをコンセントから抜いてから
行ってください。

11 DIGITAL	OUTPUTS	－
ディジタル出力端子

7 ディジタル入力端子へ接続したディジタル信号を出力します。

この端子にディジタル・レコーダーを接続してディジタル録音す
ることができます。（１５ページ参照）

 注意
HS-LINKで入力したSA-CDディジタル信号は、この出力端子
には出力しないため録音することができません。

12

◆注意
 ● 室内コンセントの極性は一般に、向かって左側（穴が右に比

べて大きい）がコールド側です。
 ● 大地に対する電位は屋内配線の状況によって変化します。

このためチェッカーなどを使用して測定した場合、電位が逆
表示することがあります。

ＡＣ電源コネクター

■電源コードの極性表示
本機は、トランスの巻き方向、部品の配線など極性を管理し
て、電源プラグのアース線が出ている方がコールド側になって
います。機器の接続を統一したい場合は参考にしてください。

付属の電源コードを接続します。

ACコンセント

カバーをずらして、
接地ターミナルに
接続する

こちらがコールド側です

接地ターミナル

穴の大きい方が
コールド側

アース線

リアパネル（後面）

DIGITAL INPUTS
ディジタル入力端子
HS-LINK / BALANCED / 
COAXIAL 1,2 / OPTICAL 1,2 / USB 

（7,12ページ） 

AC電源コネクター
（8ページ）

EXTERNAL DSP
INPUTS : HS-LINK / COAXIAL
OUTPUTS : HS-LINK / COAXIAL

（7,13ページ）

DIGITAL OUTPUTS
ディジタル出力端子
COAXIAL / OPTICAL

（8,15ページ） 

10 11 12

警告
電源は必ずAC１00Ｖ家庭用コンセントを使用する。

■電源コードに付いているアース線の接続
付属の電源コードには、プラグ側に接地用アース線が付い
ています。感電防止のため、このアース線を接地用ターミ
ナルに接続すると、より一層安全になります。
接地ターミナルの工事は、電気工事店にご相談ください。

■入・出力端子や、AC電源コネクタ、電源プラグには接点復
活剤や導電剤などは絶対に使用しない。

 樹脂部が経年劣化で破損したり端子部がショートをおこ
し、感電や火災あるいは故障の原因になる事があります。

  （接点復活剤、導電剤使用による不具合は保証外となり 
ます。）
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PRECISION MDSD DIGITAL PROCESSOR DC-901

入力セレクターボタン
と同じ（5ページ）DC-901の

INPUT SEL

3

DP-900の機能です
DP-900に向けて操作してください。

発光部
本体の
センサーに向ける

EXT DSP

出力レベル調整ボタン

と同じ（5ページ）

と同じ（5ページ）

DC-901の

DC-901の

ボタン

LEVEL

2

4

5 のリモート

当社プリアンプ、プリメインアンプ
の機能です。
プリアンプ、プリメインアンプに向
けて操作してください。

各
部
の動

作
説
明

リモート・コマンダー		RC-110

＊RC-１１0は、DP-900に付属しています。DC-90１には付属していません。
＊RC-１１0により、DC-90１の次の機能をコントロールすることができます。

　 INPUT SEL  EXT DSP  LEVEL ＋  LEVEL − 

■リモート・コマンダー RC-１１0による動作をOFFすることが
できます。

 電源OFFから本体パネル上の 4 LEVEL DOWN ボタンを

押しながら電源スイッチをONします。

  INPUT ディスプレイ部 LEVEL ディスプレイ部

 6 ディスプレイ部  

 　　　　　　　　と3秒間表示

● OFF設定されると、リモート・コマンダー RC-１１0でDC-90１
の機能をコントロールできなくなります。

■リモート・コマンダー  RC-１１0による動作が可能です。
 電源OFFから本体パネル上の 4 LEVEL UP ボタンを

押しながら電源スイッチをONします。

  INPUT ディスプレイ部 LEVEL ディスプレイ部

 6 ディスプレイ部  

 　　　　　　　　と3秒間表示

● ON設定されると、リモート・コマンダー RC-１１0でDC-90１の
機能をコントロールできます。

リモート・コマンダー	RC-110による動作をON/OFFすることが出来ます。

出荷時の標準設定です。

押したまま押す2 1 押したまま押す2 1

DC-901（和）■1（フォント）.indd   9 2015/04/20   13:21



10

PRECISION MDSD DIGITAL PROCESSOR DC-901

5.	入力ソースの選択

入力セレクターボタンまたはリモート・コマンダー RC-１１0の INPUT SEL

ボタンを押すごとに、入力ポジションが切り替ります。

● 入力端子に機器が接続されていないとき
● ソース機器の電源が入っていないとき
● ミューティング作動中
  （電源ON時や入力切り替え時）

入力信号の周波数をロックインすると
《LOCKED》LEDが点灯する。

「接続機器のディジタル出力端子」 と 「本機のDIGITAL  

INPUTS端子」を接続します。

各機器の電源を入れます。

本体の入力セレクターボタンを押す、またはリモート・コマ

ンダーの INPUT SEL ボタンを押して、接続した外部入力機
器を選択します。 

ディスプレイ部に入力ポジションが文字表示され、入力信

号をロックインすると《LOCKED》LEDが点灯します。

接続機器の操作にて演奏をお楽しみ下さい。

入力セレクター

LOCKED

リモート
コマンダー

本　体

INPUT SEL

《LOCKED》LEDが点灯しない場合

1

2
3

4

INPUTディスプレイ部
の文字表示

OPT 1

OPT 2

COAX 1

COAX 2

USB

BALANCED

HS-LINK

リ モ ー ト
コマンダー

本体の入力セレクター

を押す

を押す

を押す

を押す

を押す

を押す

を押す

押すごとに
入力端子が
矢印の順に
切り替ります

入力セレクターボタンまたは INPUT SEL
ボタンを押して、 入力を選択します。

点灯
SA-CD演奏時 ： 

点灯

HS-LINKを使用してSA-CDを演奏すると
き、DG-5８を使用して入力もしくはEXT DSP
での入出力では《MDSD》LEDは点灯しま 
せん。

《MDSD》について

DC-901（和）■1（フォント）.indd   10 2015/04/20   13:21
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PRECISION MDSD DIGITAL PROCESSOR DC-901

接続終了後は、次の手順で操作をしてください。
❶ 本機と共にDP-9００、プリアンプ、パワーアンプの電源を
 “ON”にします。
❷ DC-9０１の入力セレクターで、接続した入力ポジション
 （HS-LINK）を選択します。
❸ DP-9００を演奏状態にして、プリアンプのVOLUMEを上
 げると演奏が聞こえてきます。

DP-900から、HS-LINKケーブルで接続します。
HS-LINKケーブル１本でSA-CDとCDの両信号を伝送する
ことができます。

接続例

■ MDSD（Multiple Double Speed DSD）とは…
入力したDSD信号を遅延させた後、それぞれのD/Aコンバータに伝送します。
１６個のD/Aコンバータは２グループに分けられ、各グループを交互に動作させることで、倍速化したハイカットフィルターとして動作
する『移動平均フィルター回路』を構成します。
MDSD方式は、変換誤差の極小化と、完全直線位相の優れたハイカット・フィルターを両立させた回路方式です。
＊MDSD方式の詳しいブロック・ダイアグラムは１８ページ参照。

ディスプレイの表示例

メモ

6.	接続方法
DP-900（SA-CD/CD）の演奏

LOCKED MDSDEXT DSP

ボタンを押すHS-LINKINPUTディスプレイ部に
と表示

SA-CD演奏時に点灯
CD演奏時は消灯

入力信号に
ロックインすると点灯

DP-800, DP-100, DP-85
などHS-LINKを装備して
いる機器も同様に接続可
能です。

接
続
方
法

入
力
ソ
ー
ス

の
選
択

コネクタとプラグの形状を合わせ
カチッと音がするまで入れる

コネクタとプラグの形状を合わせ
カチッと音がするまで入れる

HS-LINKコネクター

プラグ

プラグの下のロックレバーを
指で押さえながら抜く

プラグの下のロックレバーを
指で押さえながら抜く

ロックレバー

AHDL-15

HDL-15

キャップをとる

HS-LINKコネクター

キャップをとる

ロックレバー

差すとき 抜くとき

差すとき 抜くとき

プラグ

本体のHS-LINKコネクターのキャップを取り外し、HS-LINKケーブルのプラグを端子
の形状に合わせて、カチッと音がするまでまっすぐに差し込みます。
抜くときは、プラグのロック・レバーを押しながら、軽く引き抜いてください。

HS-LINKケーブルの接続

外したキャップは保管してください

外したキャップは保管してください

（1.5m）　希望小売価格  20,000円（税別）

特注品　AHDL-30（3.0m）　希望小売価格  30,000円（税別）もございます。

（1.5m）

アナログ
出力

プリアンプ
プラグ付き
オーディオ・
ケーブル（付属）

DP-900

DC-901

HS-LINKケーブル
（DP-900に付属）
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CDなどをディジタル入力で演奏

 ● 光ファイバーは、曲げなどの力には非
常に弱く、断線する場合があります。
長さに余裕があるときは、セットの後
ろで丸く（直径10cm以上）束ねて、決
して強く曲げないでください。

 ● 光ファイバーは、コア（芯材）に光信号
が通ります。プラグの先端のキズ、汚
れ、レセプタクルの中の異物は大敵で
す。使用しない時には、必ずキャップ
を付けてください。

 ● 光ファイバーの抜き差しは、プラグを
しっかり持って行ない、ファイバーを
引っ張らないように注意しましょう。

	COAXIAL
ピンプラグ付７５Ω同軸ディジタル・ケーブルで接続してください。

	OPTICAL		
JEITA規格の光ファイバーで接続してください。

	BALANCED
市販のディジタル・バランス・ケーブル（特性インピーダンス １１０Ω）で、接続してくだ 
さい。

接続ケーブル

DP-900（CD同軸出力）、FMチューナー（T-１１00）、CDトランスポート、MDなどをディジタルで入力します。

接続終了後は、次の手順で操作をしてください。
❶ 本機と共にディジタル機器、プリアンプ、パワー

アンプの電源を“ON”にします。
❷ DC-9０１の入力セレクターで、接続した入力ポジ

ションを選択します。
❸ ディジタル機器を演奏状態にして、プリアンプの

VOLUMEを上げると演奏が聞こえてきます。

注意

ディスプレイの表示例

	USB		
USBタイプBケーブルで接続してください。

LOCKED MDSDEXT DSP

INPUTディスプレイ部に
と表示

ボタンを押すCOAX 1

入力周波数に
ロックインすると点灯

接続例

プリアンプ

アナログ出力

DC-901

ディジタル機器

同軸
ディジタル・
ケーブル

光ファイバー

ディジタル機器

DIGITAL OUTDIGITAL OUT

ディジタル・
バランス用
ケーブル

USB
タイプB
ケーブル

PC
(パーソナルコンピューター)

USB端子を使用するには本機
に付属するUSBドライバ・ソフト
ウェアをPCにインストールする
必要があります。詳しくは別紙
のUSBユーティリティ・セットアッ
プガイドを参照してください。
最新のUSBドライバ・ソフトウェ
アは当社ホームページ
http://www.accuphase.co.jp/
上でご案内いたします。
USB端子に接続したPCの設
定や操作方法はPCの取扱説
明書をご覧ください。
USBにはバスパワー（200mA
以上）が必要です。

プラグ付きオーディオ・
ケーブル（付属）
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接
続
方
法

DG-58のディジタル接続例	—— EXT DSPの使用
リアパネルの「EXTERNAL DSP」端子にディジタル・ヴォイシング・イコライザーDG-5８をHS-LINKケーブル
で接続して、ディジタル信号での音場補正が可能になります。
DG-5８を接続後は、EXT DSP ボタンを押して、DG-5８の接続をON/OFFすることができます。

ディスプレイの表示例

EXTERNAL DSP端子に機器が接続されていない
とき、またはDG-5８の信号をロックインしないときは、

EXT DSP ボタンを押してONにすると、アナログ出
力は途切れて出力されません。

接続例

■ DG-5８接続時は《MDSD》LEDが消灯します
 SA-CDの演奏時には、MDSDでの再生となるため
《MDSD》LEDが点灯します。但し、 EXT DSP ボ
タンを押してDG-５８の挿入時は、MDSDによる再
生ではなくなるので《MDSD》LEDは消灯します。

メモ

注意

● SA-CD/CDを演奏する場合、DＣ-90１とDG-5８の入・出力は、HS-LINK
で接続します。（HS-LINK以外の演奏をする場合は、同軸ディジタル・
ケーブルでも接続できます。）

● DG-5８とHS-LINKケーブルで接続すると、DC-90１のDIGITAL INPUTS
端子（HS-LINK、BALANCED、COAXIAL、OPTICAL）への全ての
入力信号が、DG-5８と入・出力されます。

● DG-5８をCOAXIAL（同軸ディジタル・ケーブル）で接続した場合、SA-CD
信号はロックインしません。

● HS-LINKとCOAXIAL両方のケーブルを接続した場合、HS-LINK、
COAXIALの順位で入力信号を検出しロックします。

DC-901とDG-58の接続

オーディオ・ケーブル

アナログ
出力

プリアンプ
DC-901

DP-900

DG-58

DIGITAL 
OUT

DIGITAL
 OUT

DIGITAL 
IN

DIGITAL
 OUT

OUTPUTINPUT

同軸ディジタル・
ケーブル

光ファイバーHS-LINKケーブル

CDトランスポートなどの
ディジタル機器

HS-LINKケーブル

LOCKED MDSDEXT DSP

ボタンを押すEXT DSP

SA-CD演奏中は《MDSD》LED
が点灯していますが、EXT DSP
ボタンを押すと消灯します

《EXT DSP》LED点灯

DG-58の入力信号を
ロックインすると点灯
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DG-58のアナログ接続例

さらにDF-55を接続する場合

 ● DG-5８をプリアンプとパワーアンプの間に接続します。

DC-901 DG-58

アナログ
出力

プリアンプ

DF-55
パワーアンプ

パワーアンプ

HIGH

LOW

オーディオ・ケーブル

オーディオ・ケーブル

HS-LINKケーブル

DP-900

オーディオ・ケーブル

HS-LINK
ケーブル 光ファイバー

本接続の場合、音量調節できるアナログ･プリアンプからア
ナログ入力し、『DG-58　   DF-55』をディジタル接続するた
め、ボリューム･データの伝送はありません。このため、「フル･
レベル出力保護機能」はOFF 設定にします。ON設定では、

「フル･レベル出力保護機能」が働いて、出力が下がってしま
います。

● 図のように、DG-58からディジタル出
力する場合は、DG-58の

 「CONFIGURATION」画面で、ア
ナログ入力のサンプリング周波数設
定をします。

HS-LINK ： 176..4kHz
COAXIAL ： 88..2kHz または 44..1kHz
OPTICAL ： 88..2kHz または 44..1kHz

DG-58とDF-55の接続は同軸ディジタル・ケーブルの他、
光ファイバー、HS-LINKでも可能です。

オーディオ・ケーブル

どちらか
一方に

どちらか
一方に

75Ω同軸
ディジタル・
ケーブル

DIGITAL OUTPUTSより

DC-901

アナログ
出力

パワーアンプ

プリアンプ

DG-58

DP-900

HS-LINKケーブル

オーディオ・
ケーブル

オーディオ・ケーブル

オーディオ・
ケーブル

どちらか
一方に
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接
続
方
法

ディジタル・レコーダーを接続して、SA-CD以外の録音・再生ができます。
＊ DIGITAL OUTPUTS端子には、入力セレクターで選択した（現在演奏している）ソースが出力され、録音可能にな
ります。但し、HS-LINK入力での録音はCD信号に限ります。

再生：プレイバック

　次の手順で操作をしてください。
❶	録音したいプログラム・ソースを入力セレクターで選択し、スピーカーか

ら音を出して確認します。
❷	この信号がDIGITAL OUTPUTS端子からレコーダーへ出力されます。
❸	レコーダーの録音をスタートすれば、スピーカーから出ている音が録音

されます。
❹	本機のLEVELは、録音される音量には関係しません。

レコーダーを再生状態にして、入力セレクターで接続したソース 
（入力端子）に合わせれば再生音を聴くことができます。

録音：レコ－ディング

＊ ディジタル録音の場合、SCMS（シリアルコピー・
マネージメント・システム）により、一度ディジタル
録音で作成したソースは他のDATやMDにディジ
タルで録音することはできません。

＊ ディジタル録音の場合は、レコーダーの種類に
よって、録音側のサンプリング周波数を確認しま
す。基本的には、ソース側とレコーダー側のサンプ
リング周波数が合わないと録音できません。

 ● サンプリング周波数96kHz以上のソースは、レコー
ダーが対応していないと録音できません。（光ファ
イバーは96kHzまでの対応）。

注意

接続例

注意  ： ● HS-LINKで入力したSA-CD信号は、DIGITAL OUTPUTS端子には出力しないため、ディジタル録
音はできません。アナログ録音の場合は、プリアンプのREC端子を使用してください。

 ● DP-900のCD信号を録音する場合は、HS-LINKまたはCOAXIAL端子で接続してください。

ディジタル・レコ－ダ－での録音・再生の接続例

HS-LINK ： HS-LINKケーブルで接続
COAXIAL ： ７5Ω同軸ケーブルで接続
OPTICAL ： 光ファイバーで接続

DC-901

DP-900
DIGITAL
IN

DIGITAL
OUT

同軸ディジタル・
ケーブル 光ファイバー

DIGITAL OUT

CDトランスポートなどの
ディジタル機器CDの録音

 
 

  
 

 

ディジタル・レコーダー

光ファイバー同軸ディジタル・
ケーブル

どちらか
一方に

HS-LINK
ケーブル
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［保証特性はJEITA測定法CP-２40２Aに準ずる］

＊本機の仕様・特性および外観は、改善のため予告なく変更することがあります。

著作権について
放送や録音物（CD、テープなど）から、あなたが録音したものは、個人として楽しむ以外、権
利者に無断で使用することはできません。音楽作品は著作権法により保護されています。

 ● 本機は 「JIS C-６１000-3-２　適合品」 です。
 JIS C-６１０００-3-２　適合品とは、日本工業規格 「電磁両立性－

第3-２部：限度値－高調波電流発生限度値（１相あたりの入力電
流が２０A以下の機器）」に基づき、商用電力系統の高調波環境
目標レベルに適合して設計・製造した製品です。

7.	保証特性

	ディジタル入力

	 HS-LINK
  コネクタ形状  ：  RJ-４５
  適合ケーブル  ： HS-LINK専用ケーブル
 BALANCED
  フォーマット ： IEC ６０9５８ AES-3準拠
  適合ケーブル  ： １１０Ωディジタル・バランスケーブル
	 COAXIAL
  フォーマット ： IEC ６０9５８ AES-3準拠
  適合ケーブル  ： ７５Ω同軸ディジタル・ケーブル
	 OPTICAL
  フォーマット ： JEITA CP-１２１２
  適合ケーブル  ： JEITA規格光ファイバー
	 USB
  フォーマット ： USB２.０ハイスピード
    （４８０Mbps）準拠
  適合ケーブル  ： USBタイプBケーブル

	サンプリング周波数

 HS-LINK
  3２kHz、４４.１kHz、４８kHz、８８.２kHz、9６kHz、１７６.４kHz、
  １9２kHz（各１６〜２４bit ２ch PCM）
  ２.８２２４MHz （１bit ２ch DSD）
 BALANCED
  3２kHz、４４.１kHz、４８kHz、８８.２kHz、9６kHz、１７６.４kHz、
  １9２kHz（各１６〜２４bit ２ch PCM）
 COAXIAL
  3２kHz、４４.１kHz、４８kHz、８８.２kHz、9６kHz、１７６.４kHz、
  １9２kHz（各１６〜２４bit ２ch PCM）
 OPTICAL
  3２kHz、４４.１kHz、４８kHz、８８.２kHz、9６kHz
  （各１６〜２４bit ２ch PCM）
 USB 
  3２kHz、４４.１kHz、４８kHz、８８.２kHz、9６kHz、１７６.４kHz、
  １9２kHz（各１６〜２４bit ２ch PCM）

	ディジタル出力

 COAXIAL
  フォーマット ： IEC ６０9５８
 OPTICAL
  フォーマット ： JEITA CP-１２１２

	D/Aコンバーター

 MDSD方式（DSD信号）
 MDS方式（PCM信号）

	周波数特性

 ０.５〜５０,０００Hz　　＋０、－3dB

	全高調波ひずみ率	＋	雑音

　０.０００５％ （２０〜２０,０００Hz間）

	Ｓ/Ｎ

 １２０dB

	ダイナミックレンジ

 １１７dB

	チャンネル・セパレーション

 １２０dB（２０〜２０,０００Hz）

	出力電圧・出力インピーダンス

 BALANCED ： ２.５V ５０Ω  平衡 XLRタイプ
 LINE ： ２.５V ５０Ω  RCAフォノジャック

	出力レベル・コントロール

 ０dB〜－８０dB （ディジタル方式）

	電　　源

 AC１００V     ５０/６０Hz

	消費電力

 ２６W

	最大外形寸法

 幅４７７mm × 高さ１５６mm × 奥行393mm 

	質　　量

 ２3.４kg
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8.	特性グラフ

特
性
グ
ラ
フ

保
証
特
性
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9.	MDSD方式のブロック・ダイヤグラム
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10.	ブロック・ダイヤグラム

ブ
ロ
ッ
ク・

ダ
イ
ヤ
グ
ラ
ム

Ｍ
Ｄ
Ｓ
Ｄ
方
式
の

ブ
ロ
ッ
ク・ダ
イ
ヤ
グ
ラ
ム
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 ● 電源コードが抜けていませんか。（本体側、コンセント側確認）
 ● 電源コードが傷んでいませんか。
 　　　………傷んでいる場合は危険ですから当社品質保証部に連絡ください。
 

 ● ソース側機器やアンプの電源は入っていますか。
 ● 入力セレクターを確認します。
 ● 接続コードは正しく接続されていますか。
 ● 本機の LEVEL ボタンで出力レベルを確認します。
 ● 選択した入力のサンプリング周波数をロックインしていますか。（１０〜１3ページ参照）

 ● DG-５８を接続していないとき、接続していても電源が入っていないときは、EXT DSP ボタン
をON（LEDが点灯）にすると音が出ません。（６,７,１3ページ参照）

 
 ● 接続コードのプラグの汚れ、接触を点検します。
 ● 光ファイバーはJEITA規格品ですか。
 （規格に適合しないものは正常な動作ができません）

 ● アナログ出力コードを左右入れ替えます。
 同じ側から音がでない …… アンプ側に原因が考えられます。
 左右逆になる ……………… 本機に原因が考えられます。
 
 ● 周波数をロックインしていますか。
 《LOCKED》LEDの点灯を確認します。（１０〜１3ページ参照）
 ● 光ファイバー、同軸などそれぞれ接続したケーブルをお確かめください。

 ● 電池は入っていますか。
 ● 電池の極性は （プラス）と （マイナス）が正しく合っていますか。
 ● 新しい電池に交換してみましょう。
 ● 受光部付近に障害物はありませんか。
 ● テレビやインバータ照明等の近くに設置していませんか。お互いに離すか、置く向きを変え

てみます。
 ● 電池ケースの接点は汚れていませんか。

電源が入らない（ディスプレイが点灯しない）

音がでない。またはレベルが低い

音が途切れたり雑音が出る

片側から音が出ない

外部接続機器（ディジタル）の出力がない

リモート・コマンダーで操作できない

故障かな？と思われるときは、修理を依頼される前に、下記の項目をチェックしてください。
これらの処置をしても直らない場合には、当社製品取扱店または当社品質保証部にご連絡ください。

11.	故障かな？	と思われるときは

注意： 接続するときは、必ず各機器の電源を切る。
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12.	アフターサービスについて

故
障
か
な
？ 

と

思
わ
れ
る
と
き
は

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て

保証書
●保証書は本体付属の 『お客様カード（保証書発行はがき）』 の登録でお送りいたしますので、「お客様

カード」 を 当社品質保証部に必ずご返送ください。
●『お客様カード』 の 『お客様情報欄』 には付属の 『目隠しシール』 を貼ってご返送ください。
●保証書の記載内容により、本機の保証期間はご購入日から5年間です。
●『品質保証書』 の無い場合は、全て有償修理となりますので、『お客様カード』は必ずご返送ください。
● 『お客様カード』をご返送いただく時、ご購入日等を記入して頂きますが、下記の場合には登録（『品質 

保証書』の発行が）できないことがあります。
　　＊ご記入頂いた購入日と弊社からの製品出荷日とが大きく異なる場合。
　　＊『お客様カード』が返送されないまま、転売(インターネット等)された場合。

　　＊長期間『お客様カード』の返送がない場合。

● オプション類には『お客様カード』を付属していませんが、製品出荷日をご購入日として弊社が登録し、 
『５年間保証』とさせていただきます。

保証期間が過ぎてしまったら
●修理によって性能を維持できる場合には、ご希望により有料で修理いたします。
●補修部品の保有期間は経済産業省指導により、製造終了後８年間となっています。
   使用期間が相当経過している場合には、当社品質保証部にお問い合わせください。

その他
●改造されたものは修理ができない場合がありますのでご了承ください。
●本機の故障に起因する付随的損害（営利的使用に関する諸費用、使用により得られる利益の損失等）に 

ついては補償できません。
●AC１００V以外（海外）では使用できません。

● 保証は日本国内のみ適用されます。
  The Accuphase warranty is valid only in Japan.

お問い合わせは
●ご質問、ご相談、当社製品取扱店のご案内などは、下記の当社品質保証部へお願いします。

アキュフェーズ株式会社　品質保証部
〒２２5-８50８  横浜市青葉区新石川２-１4-１0
 ＴＥＬ 045（90１）２７７１（代表）　
 FAX 045（90１）８995

●修理のご相談は、お買い求めの当社製品取扱店へお願いします。
● 当社のホームページ上でも修理の問い合わせが可能です。
 http://www.accuphase.co.jp/

修理依頼の場合には
●“故障かな？と思われるときは”をご確認後、直らない場合には、電源プラグをコンセントから抜き、 

当社製品取扱店に修理を依頼してください。

次の内容をお知らせください。（保証書参照）
●モデル名、シリアル番号 　　●ご住所、氏名、電話番号
●ご購入日、ご購入店 　　●故障状況：できるだけ詳しく

＊ 梱包材は、輸送時に必要となりますので、保管しておいてください。

保証期間以降、長期に渡って安全にご使用いただくために、当社での定期的な点検を
行ってください。内容については当社品質保証部にご相談ください。注意
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